
2025年 2月 2日 

主日礼拝 

 

 

《礼拝》 

 

 

礼拝讃美歌⇒40番（旧 50番）（KH姉） 

『主イエスはわがため』 

 

 

聖書⇒マタイによる福音書 27章 45~46節（MM姉） 

『さて、昼の十二時に、全地は暗くなり、それが三時まで続いた。三時ごろ、イエスは大声で叫ばれた。「エ

リ、エリ、レマ、サバクタニ。」これは、「わが神、わが神、なぜわたしをお見捨てになったのですか」という

意味である。』 

 

礼拝讃美歌⇒117番（旧 149番） 

『カルバリの丘の辺に』 

 

聖書⇒詩編 46編 2~4節（SK兄） 

『神はわたしたちの避けどころ、わたしたちの砦。 

苦難のとき、必ずそこにいまして助けてくださる。 

わたしたちは決して恐れない／ 

地が姿を変え／ 

山々が揺らいで海の中に移るとも 

海の水が騒ぎ、沸き返り／ 

その高ぶるさまに山々が震えるとも。』 

 

聖書⇒創世記 28章 15節 

『見よ、わたしはあなたと共にいる。あなたがどこへ行っても、わたしはあなたを守り、必ずこの土地に連

れ帰る。わたしは、あなたに約束したことを果たすまで決して見捨てない。」』 

 

＜祈＞ 

 

礼拝讃美歌⇒216番（KH兄） 

『キリストには代えられません』 

 



《パン裂き》 

 

 

聖書⇒コリントの信徒への手紙一 11章 23~26節（KH兄） 

『わたしがあなたがたに伝えたことは、わたし自身、主から受けたものです。すなわち、主イエスは、引き渡

される夜、パンを取り、感謝の祈りをささげてそれを裂き、「これは、あなたがたのためのわたしの体である。

わたしの記念としてこのように行いなさい」と言われました。また、食事の後で、杯も同じようにして、「こ

の杯は、わたしの血によって立てられる新しい契約である。飲む度に、わたしの記念としてこのように行いな

さい」と言われました。だから、あなたがたは、このパンを食べこの杯を飲むごとに、主が来られるときま

で、主の死を告げ知らせるのです。』 

 

（式） 

 

礼拝讃美歌⇒142番（旧 58番） 

『渡されたもう』 

 

 

 

《建徳》 

 

 

聖書⇒ヨハネの黙示録 1章 9~11節（KH兄） 

『わたしは、あなたがたの兄弟であり、共にイエスと結ばれて、その苦難、支配、忍耐にあずかっているヨハ

ネである。わたしは、神の言葉とイエスの証しのゆえに、パトモスと呼ばれる島にいた。ある主の日のこと、

わたしは“霊”に満たされていたが、後ろの方でラッパのように響く大声を聞いた。その声はこう言った。「あ

なたの見ていることを巻物に書いて、エフェソ、スミルナ、ペルガモン、ティアティラ、サルディス、フィラ

デルフィア、ラオディキアの七つの教会に送れ。」』 

 

聖書⇒テモテへの手紙二 4章 6~8節 

『わたし自身は、既にいけにえとして献げられています。世を去る時が近づきました。わたしは、戦いを立派

に戦い抜き、決められた道を走りとおし、信仰を守り抜きました。今や、義の栄冠を受けるばかりです。正し

い審判者である主が、かの日にそれをわたしに授けてくださるのです。しかし、わたしだけでなく、主が来ら

れるのをひたすら待ち望む人には、だれにでも授けてくださいます。』 

 

 

聖書⇒ヨハネによる福音書 21章 19~22節（ES姉） 

『ペトロがどのような死に方で、神の栄光を現すようになるかを示そうとして、イエスはこう言われたのであ

る。このように話してから、ペトロに、「わたしに従いなさい」と言われた。ペトロが振り向くと、イエスの



愛しておられた弟子がついて来るのが見えた。この弟子は、あの夕食のとき、イエスの胸もとに寄りかかった

まま、「主よ、裏切るのはだれですか」と言った人である。ペトロは彼を見て、「主よ、この人はどうなるので

しょうか」と言った。イエスは言われた。「わたしの来るときまで彼が生きていることを、わたしが望んだと

しても、あなたに何の関係があるか。あなたは、わたしに従いなさい。」』 

 

聖書⇒マタイによる福音書 28章 19~20節 

『だから、あなたがたは行って、すべての民をわたしの弟子にしなさい。彼らに父と子と聖霊の名によって洗

礼を授け、あなたがたに命じておいたことをすべて守るように教えなさい。わたしは世の終わりまで、いつも

あなたがたと共にいる。」』 

 

聖書⇒ルカによる福音書 9章 57~62節 

『一行が道を進んで行くと、イエスに対して、「あなたがおいでになる所なら、どこへでも従って参ります」

と言う人がいた。イエスは言われた。「狐には穴があり、空の鳥には巣がある。だが、人の子には枕する所も

ない。」そして別の人に、「わたしに従いなさい」と言われたが、その人は、「主よ、まず、父を葬りに行かせ

てください」と言った。イエスは言われた。「死んでいる者たちに、自分たちの死者を葬らせなさい。あなた

は行って、神の国を言い広めなさい。」また、別の人も言った。「主よ、あなたに従います。しかし、まず家族

にいとまごいに行かせてください。」イエスはその人に、「鋤に手をかけてから後ろを顧みる者は、神の国にふ

さわしくない」と言われた。』 

 

 

 

礼拝讃美歌⇒300番（KH兄） 

『神はわがやぐら』 

 

 

《建徳要旨》 


